
令和 5年 7月 20 日 

１学期 終業式 

 

みなさん、おはようございます。１学期の〆にあたり少し時間をいただきます。 

まずは、校長とともに一学期を振りかえってみましょう。今ここで、自らに問う。日

常生活において、志を立て努力をあたりまえの姿勢としチャレンジできましたか?共

に生きるため周囲へのリスペクト忘れなかったでしょうか?好奇心もって主体的に学

ぶことができましたか?正しく生きましたか?万全であった人は更に高みを目指して

ください。そうでなかった人はは（言い訳することなく）真摯に現実を受け止め今こ

こから改めるようにしてください。 

 

続いて、日本の大きな課題の一つに触れます。人口減少についてです。2050 年ま

でに世界の人口が約 80 億から約 97 億に増加します。日本の人口は１億人台を割り

込むようです。単に人口減少が問題と言うより生産年齢人口が全人口の約半分

（51.8％ぐらい）まで落ち込むようです。これまでのような行政サービスが期待でき

なくなるように思います。国においても子ども家庭庁が設立され少子化対策等が進め

られていますが、これまで以上に地域住民同士が手を携えることが求められるように

思います。その他「2050 年問題」が進行しています。過去の価値の伝達では課題は解

決されません。キーワードは価値の創造です。「2050 年問題」後程調べて見て下さい。 

 

次に本校のスクールミッションについてです。このような社会の実情を踏まえると

共に、20 年後・30 年後の社会像や地域像を踏まえ、各学校の存在意義を示したスクー

ルミッションがまもなく公表されます。本校はみなさんを自己実現に導くことは言うま

でもなく、人間本来の健康的な豊かさを追及する「ウェル・ビーイング」な学校づくりを

ミッションとしています。他者の幸せを願うしなやかな感性、人と人との細やかで豊か

な関係性の構築などが重要な柱の一つとなります。 

みなさん、「いのち」や「暮らし」、「未来」、「調和や思いやり」などについて共に

考え、知恵を寄せ合い様々な課題の克服とともに本校のミッション達成に向かいまし

ょう。 

終わりになりますが明日からの夏休み、失敗を恐れず果敢に挑戦し、有意義に過ご

してください。同時に、みなさんの存在自体が周囲を幸せにしています。くれぐれも

事故・怪我のないよう健康・安全をこころがけてください。 

以上、1学期終業式の式辞とします。 

 

学校長 藤田繁也 


